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はじ
はじめに

生命は二つのメッセージを持ったメディアであるとして捉える事が出来る。ジェスパー･ホフマイヤー（注１）は『生命記号論』の中で、垂直・水平な記号(注２)過程という表現をした。「生物学では時間軸を垂直に書く伝統があり（家系descentという単語は下るdescendから来ている）、それゆえ真核生物(注３)は遺伝子の伝達を純粋に垂直な現象として、親から子孫への伝達に専念していると言うことができる。」これが垂直な記号過程である。一方で、水平な記号過程とは、「生態系(注４)での記号過程」、あるいは外部世界の主観による経験、つまり「環世界 Umwelt」が次第に大きく成長させる、「遊びや性的関心を引くための嘘や策略の過程」と言える。

　今回は、垂直方向の記号過程に着目し、その過程における最重要な要素である「生殖」を取り上げてみる。

（注1） ジェスパー･ホフマイヤー Jesper Hoffmeyer
・・・デンマークのコペンハーゲン大学分子生物学研究所に在職。通常の生化学の研究を始めてからしばらくして、アメリカの記号論者チャールス・パースに関心を持ち、彼の論理を形而上学や哲学のみならず、物質世界一般に当てはめた新たな記号論「生命記号論」の可能性を探った。ここでとりあげる『生命記号論Signs of Meaning in the Universe』は1992年に出版。

（注2） 記号

・・・「ある観点なり立場から誰かに何かを表すもの。記号過程とは、それらの記号が互いに交換される過程」（ジェスパー･ホフマイヤー著『生命記号論』より）。ここで言う記号とは、言語学上で使われる記号（シーニュ）とは違い、生命体が受け取るあらゆるシグナルのことであり、その解釈が生命の根幹を担うことになる。記号が人間社会ばかりでなく、生命界にも等しく満ち溢れているとするのが生命記号論bio-semiticsの中心テーマである。

（注3） 真核生物

・・・核を持ち、細胞分裂の際に染色体構造を生ずる生物。細菌・藍藻類以外のすべての生物。

（注４）生態系 eco-system
・・・ある地域の生物の群衆とその背景となる無機的環境をひとまとめにし、物質循環・エネル

ギー流などに注目して機能系としてとらえたもの。　　　　　　　　　　（広辞苑より）

１．生命にとっての「性（SEX）」

「性」・・・
別の個体から遺伝子を混ぜ合わせて多様な子供をつくること、もしくは有性生殖。


　　

　　○性の多様性

　　　有性生殖・・・　ヒトに代表される、性を介した生殖を有性生殖。

卵や精子といった性細胞が結合することにより、新しい個体が生まれる。

ヒトの場合は男と女という二つの性だが、原生動物(注１)の繊毛虫の中には３８種類もの性を持つ(注２)ユープロテス・クラッサスEuplotes Crassusという生物も存在する。また、雄しべと雌しべをひとつの個体の中に備える植物や、軟体動物のウミウシやカタツムリ、環形動物のミミズなどのように、動物の中にもひとつの体の中に卵巣と精巣を合わせ持っている(注３)ものもある。その他に、脊椎動物の魚類・ベラは、環境に合わせて性転換（注４）を行う。

（注１）動物界の一門で、単細胞の下等生物の総称。形は多様で、鞭毛・繊毛・骨格・殻などをもつものがある。






　　　（広辞苑より）

（注２）ヒトの性のように異なる形をしているわけではなく、みな同じ形をしており、接合するためのタイプ「接合型」が異なっている。

（注３）これらの移動が少ない動物にとっては、繁殖相手を効率よく見つけ、利用することが重要であり、雌雄同体は進化の過程で生まれた有効な繁殖戦略のひとつである。

（注４）ベラには生まれたときから雄の「一次雄」と、ある程度成長すると性転換を行い、雌から雄に変わる「二次雄」がいる。二次雄は４～５尾の雌でハーレムをつくり、そのハーレムの中で二次雄が死ぬと、最も大きい雌が性転換をして雄となる。性転換の原因は、体内でつくられる性ホルモンの働きによる。

　　ｃ.ｆ.

　　　無性生殖・・・　有性生殖以外のすべての生殖をいう。無性生殖のおもな繁殖方法に分裂・出芽などがあるが、卵細胞と精細胞の双方からの遺伝子を混ぜ合わせ、新たな遺伝子のパターンをつくりだす有性生殖と比べて決定的に違うのは、無性生殖の場合、つくりだされるのが元々の遺伝子の完全なコピーだという点である。無性生殖は一個体さえいればどんどん増殖することができ、有性生殖に必要な「配偶者を探す」過程は必要ない。



　　　　Ex.菌類・藻類・原生動物

· 有性生殖の特性

遺伝子の混ぜ合わせ・・・それぞれ１組の染色体を持つ性細胞（精細胞・卵細胞）から、新しいパターンの遺伝子の組み合わせがつくられる。例えば、病気への抵抗力に関して多様性は有利に働く場合がある。

　　　　　　　　　　　　ここで注意しなければならないのは、突然変異が進化に常に有効であるという一元的な理解が成立しないということである。



↓

　　　「生体は亡んでも、遺伝物質として系統の中で生き残る」ことができる。

ｂｙジェスパー・ホフマイヤー

２．考察と疑問　－ジェスパー・ホフマイヤー「生命記号論」より－

ａ．生命の歴史における自由と宿命の相克

　ホフマイヤーは「自然の歴史の中には二つの相反する傾向が現れる」と述べている。ひとつは「習慣化する傾向」であり、それは「宿命」という言葉でも表現されている。一方でその対極にあるものとして、「無政府状態」を対置しており、これは「自由」と表現されている。前者が前提となることで、世界を予測すること或いは将来に対して合理的な期待をもたらすことが可能となり、「生命が失業する」ことがなくなるのである。

　しかしながら、記号論的自由、つまり絶え間ない間違いと誤解の連鎖の帰結は生命の進化と呼ばれるものに成り得る。言い換えると、生命にとっての「性」とはそのような記号論的自由が生じる根拠なのだ。

　以上の事柄は垂直方向における記号過程として理解することができる。加えて、ホフマイヤーは水平方向における「自由」と「宿命」の相克についても言及している。彼は、「遊びや性的関心を引くための嘘や策略の過程」が、「自由」（合理性からの自由）の登場として見なしているが、食物連鎖が統制する個々の種に特定な様々な役割の全体、つまり生態系はその役割に沿ったある種の秩序・形式という「宿命」を生命に強制するのである。

ｂ．人間における宿命と自由の相克

次に、ホフマイヤーは人間の初源についても以下のように推察している。

サルは生態系において、経験を利用する才能がとりわけ発達した。その一部に他の生物には異なった種類の環世界があり、世界と環世界は別のものであること、死んでしまえばその生き物の持っていた環世界は無くなってしまうが、世界はそのまま続いていくことに気がついたものがいた。つまり、この生き物は世界から自分の実存を分離して認識する事を可能としたのである。

その際、お互いの環世界を共有すること、つまり私的な経験を公共の財産に変え、主観を客観に置き換える事を可能にしたのだ。音声言語はその手段として発達し始めたのである。

そして、そのような言語は記号論的自由を有するのだが、同時にそういった自由のうちに標準化、或いは斉一化を促す何か、例えば政治などがあるのだ。

ｃ．疑問点

以上のような事を、私達は「生命記号論」から読み取ったが、同時に著者の簡略化された記述に対して次のような二つの疑問をもった。

· 元々は無性生殖を行っていた生命が、どのように有性生殖を始めたのか。あるいは、どのようなきっかけで始まったのか。

· 環世界と世界が別のものであることの認知はどのようにしてなされたのか。

